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民間企業等で開発された技術の活用効果等の評価を行います

～ 7月18日 第１回新技術活用評価会議を開催 ～

民間企業等で開発され、ＮＥＴＩＳに登録された新技術を大学、産業界、研究機関、行政の

委員からなる新技術活用評価会議で、技術の成立性や技術特性、活用の効果の評価を行

います。

評価の結果、活用の効果が優れていた技術は、有用な新技術（活用促進技術等）に指定

されます。有用な新技術はＮＥＴＩＳホームページで公表される上、施工者希望型での活用に

より工事成績評定へ加点されるなど、現場での普及がより一層促進されます。

【評価会議の日時】

令和元年７月１８日（木）１４：００～

【評価会議の場所】

大阪合同庁舎第１号館 新館３階 Ａ会議室

【会議のポイント】

○活用効果評価は、７技術です。

○テーマ設定型の進捗報告は１テーマです。

○評価委員は、産・学・官の２５名です。

座長： 建山 立命館大学教授

【取材について】

○会議は非公開とします。

○冒頭あいさつまでは撮影していただけます。

○取材については、事務局が会議終了後(１６：３０予定）に受け付けます。

＜取扱い＞

＜配布場所＞ 近畿建設記者クラブ 大手前記者クラブ

＜問合せ先＞

国土交通省 近畿地方整備局

TEL：06-6942-1141（代表） 06-6920-6023（直通） FAX：06-6942-4439

企画部 施工企画課 課 長 児玉 孝司 （こだま たかし）

企画部 施工企画課 課長補佐 味田 悟 （みた さとる）



日時：令和元年７月１８日（木）
　　　　　１４：００～
会場：大阪合同庁舎第１号館
　　　　新館３F　A会議室

1 開　　会

2 座長挨拶

3 議　　題

（１） 平成３０年度 第４回 評価会議議事要旨

（２） 新技術活用システム運営状況

（３） 各技術の評価について

        ③トンネル天端部用ﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀ装置(機械)① パントレ工法 KK-160028

② バイオハクリX-WB KT-160043

        ②N-SSI工法(工法)③ タッチパネル式水量計 QS-160009

        ④錆転換型防食塗装エポガードシステム(材料)④ N-SSI工法 KK-100009

 ⑤ ワンステップガード工法 KT-120082

⑥ コンクリート剥落防止対策ネット工法 SK-140006

⑧ エコビュー KK-120027

（４） テーマ設定型（技術公募）

① 建設機械の騒音低減に資する技術について

4.　そ の 他

5.　閉　　会

議　事　次　第

近　畿　地　方　整　備　局
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